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岡
田
市
長
は
、
市
長
と

し
て
市
政
に
た
ず
さ
わ
ら
れ
た

8
年
間
の
自
己
評
価
、
成
果
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
に
就
任
し
て
か
ら

の
8
年
弱
は
、
成
長
期
の
ま
ち

づ
く
り
か
ら
成
熟
期
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
過
渡
期
で
あ
り
、
三

田
市
に
残
さ
れ
た
懸
案
や
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
心
血
を
傾

注
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
基
に
な
る
考
え
方
は
、

現
在
の
総
合
計
画
「
輝
き
三
田

21
」
に
込
め
た
「
市
民
・
事
業

者
・
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
行
政
主
導
の
行

政
運
営
か
ら
、
地
方
分
権
社
会

に
対
応
し
た
「
市
民
と
共
に
ま

ち
を
経
営
す
る
」
と
い
う
考
え

方
を
基
本
に
据
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
組
み
に
よ
っ
て
、
多
く
の

市
民
が
暮
ら
し
に
満
足
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
今
の
三
田
市
の

姿
が
市
長
と
し
て
の
8
年
間
の

成
果
で
あ
る
の
で
は
、
と
思
っ

て
い
る
。

ま
た
、
私

が
「
ふ
る
さ

と
三
田
」
の

ま
ち
づ
く
り

に
た
ず
さ
わ

っ
て
き
た
成

果
が
、
新
し

い
体
制
に
も

引
き
継
が
れ
、

市
民
だ
れ
も

が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら

せ
る
「
人
と

自
然
が
輝
く

ま
ち
・
三
田
」

が
実
現
で
き

る
よ
う
、
残

さ
れ
た
期
間
、

市
政
推
進
に

ま
い
進
し
て

い
き
た
い
。

答

3
月
定
例
会
で
は
、
10
名
の
議
員
に
よ
り
、
2
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

市
政
に
つ
い
て
聞
く
（
一
般
質
問
）

質問議員名
酒井　一憲（盟正会） 松岡　信生（公明党）

関口　正人（市民クラブ21） 中田　初美（日本共産党）

今井　　弘（民主党） 三木　圭恵（新風みらい）

城谷　恵治（日本共産党） 関本　秀一（新風みらい）

大月　　勝（清風会） 野村　弘子（市民ネットワーク）

市
民
へ
の
負
担
増
に
な

る
新
・
行
革
断
行
プ
ラ
ン
は
見

直
し
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

市
は
、
時
代
に
即
応
し

た
行
政
運
営
を
行
い
、
市
の
事

業
を
最
も
適
し
た
形
に
す
る
た

め
、「
都
市
経
営
シ
ス
テ
ム
推

進
大
綱
」
の
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
市
民
と
の
協
働

と
い
う
理
念
の
下
、
市
民
と
行

政
と
の
役
割
分
担
を
見
直
す
中

で
、
行
政
が
行
う
べ
き
事
業
の

優
先
順
位
を
つ
け
て
い
る
。

現
行
の
行
革
断
行
プ
ラ
ン
に

は
、
指
標
と
し
て
経
常
収
支
比

率
の
目
標
値
を
掲
げ
て
い
る
。こ

れ
は
市
の
財
政
構
造
の
基
盤
を

整
え
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
都
市
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
。
今

後
と
も
厳
し
い
財
政
環
境
が
続

く
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、現

在
財
務
の
体
質
改
善
も
進
め
て

い
る
。

ま
た
、
市
民
の
意
見
が
反
映

で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
や
各
種
団
体
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
市
民
の
参
加
・
参

画
の
手
法
に
修
正
を
加
え
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
調
整
の
中
で

新
・
行
革
断
行
プ
ラ
ン
が
早
期

策
定
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
。新

・
行
革
断
行
プ
ラ
ン

の
策
定
が
先
送
り
さ
れ
た
が
、

市
民
関
係
団
体
か
ら
の
意
見
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
内
部
改
革
よ
り

も
先
に
市
民
に
痛
み
を
負
わ
せ
、

市
職
員
の
給
与
削
減
な
ど
の
内

部
改
革
が
後
回
し
に
な
る
現
実

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
民
関
係
団
体
か
ら

は
、「
財
政
が
厳
し
い
中
で
あ

る
が
、
市
民
が
も
っ
と
納
得
で

き
る
責
任
の
あ
る
改
革
を
」、

「
職
員
人
件
費
だ
け
が
先
送
り

さ
れ
た
印
象
が
強
い
」「
途
中

で
改
革
を
見
送
っ
た
こ
と
へ
の

不
信
感
が
募
り
、
納
得
が
い
か

な
い
」
な
ど
厳
し
い
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
市
の
姿
勢
を
正
す

と
と
も
に
、
市
民
と
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
の
連
帯
意
識
を
さ
ら

に
高
め
て
、
新
・
行
革
断
行
プ

ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

内
部
改
革
の
か
な
め
で
あ
る

職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
職
員
組
合
と
の
十
分
な
交

答

答

問

問

渉
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
は
、
残
さ
れ
た
内
部
改

革
を
実
施
す
る
た
め
、
市
の
置

か
れ
て
い
る
現
状
と
将
来
予
測

を
全
職
員
に
十
分
説
明
し
、
理

解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

特
に
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
市
長
を
先
頭
に
不

退
転
の
強
い
姿
勢
で
職
員
組
合

と
協
議
、
交
渉
を
続
け
て
い
る
。

急
激
な
改
革
で
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
経
営
を
圧

迫
す
る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
雇

用
の
場
を
奪
う
こ
と
に
な
り
、

三
田
市
の
高
齢
化
に
向
け
た
取

組
み
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
は
な
い
か
。
市
の
セ

ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

見
直
し
と
開
票
事
務
の
短
縮
が

取
り
組
ま
れ
、
兵
庫
県
で
は
、

伊
丹
、
加
西
、
丹
波
市
及
び
三

木
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
当

市
に
お
い
て
も
、
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
人
件
費
の
削
減
と
し

て
、
期
日
前
投
票
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
、
投
票
事
務
に
可
能
な

限
り
臨
時
職
員
な
ど
を
活
用

し
、
市
職
員
の
拘
束
時
間
を
減

少
さ
せ
、
経
費
削
減
を
図
っ
て

い
く
。

ま
た
、
開
票
事
務
で
は
、
各

係
の
連
携
の
見
直
し
の
ほ
か
、

立
ち
作
業
を
票
の
仕
分
け
だ
け

で
な
く
点
検
や
集
計
作
業
に
も

実
施
し
、
で
き
る
だ
け
短
い
時

間
で
間
違
い
の
な
い
開
票
確
定

を
行
う
こ
と
を
目
標
に
、
選
挙

事
務
の
経
費
の
削
減
と
開
票
作

業
の
効
率
化
、
迅
速
化
を
図
っ

て
い
く
。

問

市ホームページで市議会情報がご覧になれます。
ホームページアドレスは、http : / /www.c i ty .sanda . lg . j p /

▲緻密な作業の裏には技術と経験が生かされている（シルバー人材センター）

問

今
年
は
三
田
市
に
お
い

て
県
議
会
議
員
選
挙
、
市
長
選

挙
、
参
議
院
議
員
選
挙
と
選
挙

が
多
く
予
定
さ
れ
て
い
る
。
選

挙
開
票
事
務
の
効
率
化
、
迅
速

化
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
い
た
い
。

全
国
的
に
選
挙
事
務
の

問

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
方
々

に
対
し
て
雇

用
契
約
を
伴

わ
な
い
臨
時

短
期
的
な
就

業
の
機
会
の

提
供
と
高
齢

者
の
豊
か
な

知
識
や
経
験
、

技
術
を
生
か

し
な
が
ら
住

み
な
れ
た
地

域
で
生
き
生

き
と
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う

な
生
き
が
い
づ

く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

今
後
の
高
齢

社
会
の
進
展

の
中
で
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
市
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
の
契
約
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
運
営
業
務
に
合
っ
た
業

務
に
つ
い
て
、
市
役
所
全
体
を

調
査
し
、
そ
の
趣
旨
に
沿
う
事

業
を
セ
ン
タ
ー
が
受
託
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

▲市民とともに運営されている多世代交流館

岡
田
市
長

8
年
間
の
総
括

新
・
行
革
断
行

プ
ラ
ン

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

選
挙
事
務
の効

率
化

■新・行革断行プラン
三田市では平成18年4月から財政再生を目的とした「行革断行プラン」を実施して

きました。しかし、平成17年度決算の財政指標がさらに悪化した（経常収支比率が
95.8％と対前年度比5.4ポイント悪化）ことを受けて、新たな計画として19年4月から
実施する予定で「新・行革断行プラン(Ｈ19～21)」の策定作業が行われてきました。
しかし、新プランは、行政サービスの見直しなど、市の重要な施策に関わるもの
が予定されている一方で19年夏に市長選挙を控えていることを理由に、策定作業
が延期されました。
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